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議案 第3号

議案 第5号

議案 第8号

議案 第22号

霧島市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

霧島市税条例及び霧島市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について

霧島市奨学資金条例の一部改正について

辺地に係る公共的施設の総合整備計画について

…………………　全会一致で可決

…　賛成多数で可決

………………………………………　全会一致で可決

………………………………　全会一致で可決

霧
島
市
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　こ
れ
ま
で
は
、
育
児
休
業

等
の
対
象
と
な
る
子
の
範
囲

が
「
法
律
上
の
子
（
実
子
及

び
養
子
）」
と
さ
れ
て
い
た

が
、
今
回
、「
特
別
養
子
縁

組
の
監
護
期
間
中
の
子
」
及

び
「
養
子
縁
組
里
親
に
委
託

さ
れ
て
い
る
子
等
」
を
追
加

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

育
児
部
分
休
業
の
承
認
に
つ

い
て
、
育
児
時
間
と
介
護
時

間
を
同
時
に
取
得
す
る
場
合

は
、
そ
の
合
計
時
間
を
合
わ

せ
て
２
時
間
ま
で
と
す
る
こ

と
な
ど
の
改
正
を
行
っ
て
い

る
と
の
説
明
。

問

　現
在
、
育
児
休
業
等
を

取
得
し
て
い
る
職
員
は
何
名

か
。

答

　平
成
29
年
３
月
時
点
で

育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る

職
員
が
９
名
、
そ
れ
か
ら
産

休
が
１
名
の
合
計
10
名
で
、

す
べ
て
女
性
職
員
で
あ
る
。

霧
島
市
奨
学
資
金
条
例
の
一

部
改
正

　教
育
委
員
会
は
、
奨
学
資

金
を
活
用
し
た
若
者
の
地
元

定
着
に
向
け
た
具
体
策
を
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

本
市
の
奨
学
資
金
の
貸
与
を

受
け
た
大
学
生
等
の
う
ち
、

市
内
に
住
所
を
有
し
、か
つ
、

市
内
で
就
業
し
て
い
る
者
に

対
す
る
奨
学
資
金
の
返
還
猶

予
及
び
免
除
に
関
す
る
制
度

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
高

度
な
専
門
知
識
や
技
能
を
身

に
つ
け
た
者
の
定
住
を
促

し
、
人
口
の
増
加
及
び
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
条
例
の
一
部
改
正

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
。

問

　こ
の
条
例
改
正
に
よ
っ

て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
定
住
効

果
が
あ
る
と
予
測
し
て
い
る

の
か
。

答

　今
回
の
改
正
は
、
高
専

以
上
の
高
等
教
育
機
関
を
対

象
と
し
て
お
り
、
過
去
４
年

間
の
市
内
居
住
者
平
均
13
人

を
18
人
へ
５
人
増
や
そ
う
と

い
う
こ
と
で
目
標
を
立
て
て

い
る
。

問

　「継
続
し
て
居
住
し
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
一
度
市

外
に
出
て
か
ら
、
帰
っ
て
く

る
と
い
う
場
合
に
は
対
象
に

な
ら
な
い
の
か
。

答

　大
学
等
を
卒
業
さ
れ
た

方
が
、
一
旦
は
市
外
に
就
職

で
行
か
れ
た
場
合
で
も
、
10

年
の
返
還
期
間
内
で
、
例
え

ば
、
４
年
間
市
外
で
仕
事
を

し
て
、
ま
だ
返
還
期
間
が
６

年
あ
る
と
い
う
場
合
に
は
、

５
年
間
の
要
件
を
満
た
せ
ば

半
額
は
免
除
対
象
に
な
る
。

問

　今
回
の
奨
学
資
金
は
、

高
専
以
上
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、市
外
の
高
専
や
大
学
、

短
大
等
で
も
対
象
に
な
る
の

か
。

答

　市
内
外
を
問
わ
ず
専
門

学
校
等
も
対
象
と
な
る
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画

　霧
島
野
上
及
び
牧
園
町
持

松
地
区
に
お
い
て
、
市
道
整

備
を
実
施
す
る
た
め
の
総
合

整
備
計
画
を
定
め
る
も
の
で

あ
る
。
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
33
年
度
ま
で
の
５
年
間
に

お
い
て
、
市
道
、
泉
水
（
せ

ん
す
い
）
～
市
後
柄
（
い
ち

ご
が
ら
）
線
の
改
良
舗
装
工

事
等
を
行
う
こ
と
と
し
、
総

事
業
費
２
億
２
４
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
と
の
説

明
。

問

　こ
の
事
業
は
、
今
回
８

０
０
ｍ
整
備
す
る
と
い
う
計
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◉審査した議案のうち主なものを掲載しています。

画
で
あ
る
。
野
上
地
区
に
お

い
て
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま

で
3.8
㎞
あ
る
が
、
距
離
の
短

縮
が
図
れ
る
の
か
。

答

　道
幅
が
狭
く
離
合
し
づ

ら
い
道
路
を
２
車
線
に
す
る

現
道
の
拡
幅
事
業
で
あ
り
、

距
離
は
現
況
と
変
わ
ら
な

い
。

問

　こ
の
地
域
の
巡
回
バ
ス

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

　今
回
整
備
を
予
定
し
て

い
る
泉
水
～
市
後
柄
線
に
つ

い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
が

運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
現
在
、
地
域
公
共
交
通

会
議
の
中
で
ふ
れ
あ
い
バ
ス

路
線
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
路
線
を
走
る
バ
ス

が
真
方
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

牧
園
の
ル
ー
ト
と
接
続
し

て
、
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー

に
行
け
る
よ
う
に
す
る
。
今

回
の
ル
ー
ト
変
更
よ
り
、
地

域
住
民
の
利
便
性
は
さ
ら
に

向
上
し
て
い
く
と
理
解
し
て

い
る
。

　３
会
計
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
、
決
算
見
込
み
に
よ
る

事
業
費
及
び
財
源
の
調
整
、

人
件
費
の
調
整
の
ほ
か
、
平

成
27
年
度
決
算
に
伴
う
処
理

な
ど
の
経
費
を
計
上
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

４
０
１
４
万
４
千
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８
８
億
６

０
０
７
万
４
千
円
と
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
４

３
９
万
６
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
17
億
６
５
２
２
万

６
千
円
と
し
た
。

温
泉
供
給
特
別
会
計

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１

０
４
万
５
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
７
８
０
０
万
３
千

円
と
し
た
。

う
内
容
か
。

答

　こ
れ
ま
で
二
次
救
急
医

療
と
し
て
、
夜
間
、
休
日
に

輪
番
で
、
姶
良
地
区
内
７
医

療
機
関
で
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
現
在

で
は
、
新
た
に
循
環
器
系
や

脳
外
科
に
つ
い
て
も
救
急
輪

番
制
を
医
療
機
関
で
実
施
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
の
費

用
負
担
で
あ
る
。

霧
島
温
泉
市
場
の
施
設
整
備

に
つ
い
て

問

　１
億
１
２
５
５
万
円
ほ

ど
の
補
正
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
整
備
に
な

る
の
か
。

答

　７
、
８
割
が
館
内
の
空

調
機
改
修
で
、
デ
ッ
キ
の
拡

幅
と
屋
根
、
車
椅
子
対
応
の

２
階
へ
の
ス
ロ
ー
プ
や
多
目

的
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
を
考

え
て
い
る
。

学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て

問

　（仮
称
）
国
分
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
債
務
負
担
行

為
は
、
給
食
調
理
・
配
送
業

務
を
民
間
委
託
す
る
の
か
。

答

　調
理
業
務
は
、
公
募
型

の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、

民
間
委
託
す
る
。
配
達
業
務

は
、
市
内
の
業
者
を
対
象
に

指
名
競
争
入
札
等
で
対
応
し

て
い
く
。

高
は
い
く
ら
か
。
返
礼
品
で

一
番
多
い
も
の
は
何
か
。

答

　納
税
額
は
、
現
在
約
９

２
０
０
件
で
、
２
億
２
０
０

０
万
円
程
度
で
あ
る
。
３
月

末
で
は
２
億
３
０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
返
礼
品

で
人
気
が
あ
る
品
は
、果
物
、

野
菜
、肉
類
、焼
酎
で
あ
る
。

地
域
環
境
整
備
基
金
積
立
事

業
に
つ
い
て

問

　空
港
周
辺
地
域
環
境
整

備
基
金
の
現
在
高
は
い
く
ら

か
。

答

　平
成
27
年
度
末
で
、
溝

辺
地
区
が
２
億
９
２
９
１
万

円
余
り
、
隼
人
地
区
が
２
８

８
７
万
円
余
り
で
あ
る
。

地
域
医
療
対
策
事
業
に
つ
い

て問

　病
院
群
輪
番
制
病
院
運

営
支
援
事
業
で
、
１
３
０
０

万
円
ほ
ど
の
追
加
補
正
で
あ

る
。充
実
と
あ
る
が
、
ど
う
い

　歳
入
予
算
で
は
、
地
方
交

付
税
や
繰
越
金
の
未
計
上
額

等
の
一
般
財
源
と
各
事
業
の

実
施
に
伴
う
国
県
支
出
金
等

の
見
込
み
の
特
定
財
源
を
計

上
。
歳
出
予
算
で
は
、
決
算

見
込
み
に
よ
る
各
事
業
費
や

人
件
費
の
調
整
を
は
じ
め
、

国
の
二
次
補
正
の
追
加
内
示

に
伴
う
経
費
や
土
地
開
発
公

社
解
散
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、

土
地
の
買
い
戻
し
を
行
う
た

め
の
経
費
な
ど
を
計
上
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
14
億
６

１
７
１
万
４
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
総
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
８
億
８

６
２
４
万
６
千
円
と
し
た
。

ま
た
、
繰
越
明
許
費
、
債
務

負
担
行
為
及
び
地
方
債
の
補

正
も
行
っ
た
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業
に

つ
い
て

問

　ふ
る
さ
と
納
税
の
現
在

平
成
28
年
度
第
６
号

一
般
会
計
補
正
予
算

14
億
６
１
７
１
万
４
千
円
を
追
加

総
額
６
２
８
億
８
６
２
４
万
６
千
円

今回の一般会計補正予算の主な事業

　公有財産取得処分事務 3億6,426万円
土地開発公社からの土地２件の買戻し分

※減額された事業は掲載していません。（1万円未満切り捨て）

　ふるさと納税促進事業 9,108万円
報償費（ふるさと納税お礼の品）と積立金への増額

　病院群輪番制病院運営支援事業 1,330万円
二次救急医療体制の充実（循環器系、脳外科を追加）

　市内各種観光施設維持管理総務事業 1億1,255万円
霧島温泉市場の施設改修等の経費

　小学校学校施設整備事業 3億9,476万円
向花小学校校舎大規模改造事業の経費

　中学校学校施設整備事業 2億8,829万円
日当山中学校校舎大規模改造事業の経費

　学校給食施設整備事業 5億7,604万円
（仮称）国分学校給食センターの２期目工事や備品購入等の経費

　畜産クラスター事業 1億8,391万円
畜舎、堆肥舎の施設整備等への補助（４か所）

　放課後児童健全育成事業 2,937万円
放課後児童クラブへの補助基準額、クラブ数、児童数の増 平

成
28
年
度

　特
別
会
計
補
正
予
算

各常任委員会に付託さ
れた案件について、審
査した内容と結果を掲
載しています。

（仮称）国分学校給食センター　完成予想図


